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厚生労働省ならびに中央労働災害防止協会は「多様な仲間と 

築く安全 未来の職場」をスローガンに、令和７年 7 月 1 日～

7 月 7 日までの期間において「全国安全週間」を実施します。

本取り組みは、労働災害を防止するために産業界での自主的な活

動の推進、職場での安全に対する意識を高めるなど、安全を維持

する活動の定着を目的としています。 

令和６年の労働災害については、死亡災害は前年を下回る見込

みであるものの、休業４日以上の死傷災害は前年を上回る見込み

であり、近年、増加傾向に歯止めがかからない状況となっていま

す。特に、転倒や腰痛といった労働者の作業行動に起因する死傷

災害、墜落・転落などの死亡災害が依然として後を絶たない状況

にあります。 

インフラ東北としても、情報労連「労働安全衛生強化月間（6

月 1 日～6 月 30 日）」の取り組みにあわせ、労使合同によるパ

トロールを実施してきました。「私たちの職場からは人身事故を発生させない」ことを肝に命じ、

安全意識の向上・啓発活動等の強化に向けた取り組みとして、今後も継続して取り組むこととしま

すので、皆様のご協力をお願いいたします。 

 

終わりに、組合員および現場第一線で働く労働者の心と体の健康

管理は基より、リフレッシュを図り安全労働を確保する観点で取り

組みを行っている、通建連合「一斉安全休工日」の 2025 年度第 2

回目を 7 月に設定しております。通建連合としても月一回の連続休

暇取得の取り組みから、現場第一線を含め４週８休が可能となる環

境整備を図っていくことが時間外労働規制へ対応し、持続可能で魅

力ある通建業界の実現につながるものと認識し本取り組みを展開し

ています。是非とも本取り組みへのご協力をお願い致します。 
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きらめき４月号でもお伝えしましたが、2025 年６月１日から企業に職場での熱中症対

策が義務付けされました。気象庁の発表によると、今年の夏（６月～８月）も全国的に気

温が高くなると予想されており、昨年も観測史上最も暑い夏となるなど、熱中症リスクは

高まっています。どのように身を守ればよいかを理解することが重要です。 

熱中症での死亡や重症化の大きな要因となっているのが「初期症状の放置・対応の遅れ」

です。熱中症が疑われる人を発見した際には、①室内や風通しのよい日陰へ避難する②衣

類を緩めてからだを冷やす③経口補水液を補給する＿＿等といった応急処理が求められま

す。 

熱中症は、しっかりと対策を講じれば防げる災害と言われています。環境省が発表して

いる「熱中症警戒アラート」については、普段の生活をしている人の基準であり、屋外で

の労働現場ではさらにリスクが増すことを認識いただき、正しい知識を身につけ、体調の

変化に気を付けるとともに、熱中症による被害を防ぎましょう。 

 

～中災防「STOP！熱中症」リーフレットより～ 


